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第
303
回

　

「
タ
オ
ル
誕
生
の
功
労
者
・
里
井
圓
次
郎
」

イベントなどへの参加の際は手洗いやマスク着用などにご協力ください
　

前
号
に
引
き
続
き
、
３
月
21
日

㈰
ま
で
開
催
の
冬
季
企
画
展
「
タ

オ
ル
誕
生
―
和
泉
木
綿
の
紡
い
だ

軌
跡
―
」
に
関
連
し
て
、
タ
オ
ル

誕
生
に
至
る
歴
史
に
つ
い
て
お
話

し
し
ま
す
。
最
終
回
と
な
る
今
回

は
、
日
本
に
お
け
る
タ
オ
ル
産
業

の
創
始
者
・
里
井
圓
次
郎
に
つ
い

て
で
す
。

　

明
治
25
（
１
８
９
２
）
年
に
上

瓦
屋
の
松
浪
米
蔵
に
よ
り
太
鼓
機

が
開
発
さ
れ
る
な
ど
、
明
治
20
年

代
の
泉
州
地
域
で
は
、
江
戸
時
代

以
降
連
綿
と
続
く
木
綿
織
物
業
が

更
な
る
発
展
の
時
期
を
迎
え
て
い

ま
し
た
。
こ
の
発
展
途
上
で
、
新

た
な
木
綿
織
物
で
あ
る
タ
オ
ル
に

目
を
付
け
た
人
物
が
、
佐
野
で
木

綿
織
物
業
を
営
ん
で
い
た
里
井
圓

次
郎
で
す
。

　

当
時
タ
オ
ル
は
未
だ
日
本
に
定

着
し
て
お
ら
ず
、
高
級
な
舶
来
品

で
あ
り
主
に
襟
巻
と
し
て
用
い

ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、
明
治
18

（
１
８
８
５
）
年
、
大
阪
で
舶
来
雑

貨
商
を
営
ん
で
い
た
圓
次
郎
の
旧

友
新
井
末
吉
は
圓
次
郎
に
タ
オ
ル

の
製
織
を
勧
め
ま
す
。
そ
し
て
そ

の
製
織
を
決
意
し
た
圓
次
郎
は
、

北
中
通
村
中
庄
に
一
家
屋
を
借
り

て
製
織
法
の
開
発
に
励
み
、
苦
心

の
末
、
明
治
20
（
１
８
８
７
）
年

つ
い
に
タ
オ
ル
の
パ
イ
ル
を
作
り

出
す
た
め
の
テ
リ
ー
モ
ー
シ
ョ
ン

 日本遺産・中世日根荘を巡る⑳
　　　～旅引付編（4）「西光寺」～

「日本遺産」に認定された「旅引付と二枚の絵図が伝
えるまち ―中世日根荘の風景―」のストーリーを構
成する泉佐野市の文化財等を紹介します。

問合先　文化財保護課

　大木にある「西光寺（さいこうじ）」は、約500年前
に九条政基が日根荘での生活を綴った日記「政基公旅
引付」に登場する七宝瀧寺末寺で、現在は地元団体で
管理されています。
　敷地には三間四方の薬師堂が残り、その中に木造薬
師如来坐像と両脇侍像（府指定文化財）が安置されて
います。日光菩薩像の台座裏からは久安元（1145）年
の墨書銘が見つかっており、藤原彫刻の定朝様の特徴
を持つ、市内でも希少な仏像となっています。
　また、薬師堂にかつて葺かれていた屋根瓦のうち、
軒先を飾る平瓦の文様の彫られた笵（型）が、政基公
の仮住まいとした長福寺のお堂跡より出土した軒平瓦の笵（型）と全く同じであっ
たことが分かっており、荘園領主との深い関わりがあったことが窺われます。

▲西光寺（大木）

 出土した軒平瓦（正面）▼
▲薬師三尊像

◀政基公旅引付
※旅引付の写真
は、歴史館いず
みさの所蔵の複
製を使用（原本
は宮内庁書陵部
所蔵）

と
い
う
製
織
法
を
用
い
た
タ
オ
ル

製
織
に
成
功
し
ま
し
た
。
こ
の
成

功
に
つ
い
て
、
後
に
圓
次
郎
は
「
雀

躍
せ
ず
に
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
で
し

た
」
と
回
顧
し
て
お
り
、
そ
の
喜

び
の
大
き
さ
が
う
か
が
え
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
圓
次
郎
は
製
織
法
の

開
発
を
成
功
さ
せ
た
だ
け
で
な
く
、

全
国
に
先
駆
け
て
紋
タ
オ
ル
の
製

織
に
も
挑
ん
で
い
ま
す
。
無
紋
の

タ
オ
ル
が
主
流
だ
っ
た
当
時
、
圓

次
郎
は
紋
様
を
施
し
た
全
く
新
し

い
タ
オ
ル
を
製
織
す
べ
く
京
都
西

陣
か
ら
ジ
ャ
カ
ー
ド
機
（
紋
紙
を

使
う
紋
織
機
）
を
購
入
し
た
上
、

自
身
も
西
陣
へ
赴
い
て
そ
の
製
織

法
を
習
得
し
、明
治
33
（
１
９
０
０
）

年
に
は
紋
タ
オ
ル
の
生
産
を
開
始

し
ま
し
た
。
圓
次
郎
の
製
織
し
た

紋
タ
オ
ル
に
は
、
孔
雀
や
唐
獅
子

と
い
っ
た
、
西
陣
織
に
通
じ
る
古

典
的
か
つ
極
め
て
繊
細
な
意
匠
も

施
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

圓
次
郎
に
よ
る
タ
オ
ル
製
織
の

成
功
や
紋
タ
オ
ル
の
開
発
は
、
当

時
泉
佐
野
の
地
で
木
綿
織
物
業
を

営
ん
で
い
た
人
々
に
多
大
な
影
響

を
与
え
、
次
第
に
タ
オ
ル
業
へ
転

業
す
る
木
綿
織
物
業
者
が
増
加
し

ま
す
。
と
り
わ
け
日
露
戦
争
〔
明

治
37
（
１
９
０
４
）
年
〜
明
治
38

（
１
９
０
５
）
年
）〕
以
降
タ
オ
ル

が
国
内
に
普
及
す
る
と
、
動
力
を

用
い
た
機
械
式
の
織
機
で
あ
る
力

織
機
の
導
入
と
相
ま
っ
て
タ
オ
ル
業

者
は
益
々
増
加
し
、
泉
佐
野
に
は
多

数
の
タ
オ
ル
工
場
が
設
立
さ
れ
ま
し

た
。
こ
う
し
て
、
泉
佐
野
を
中
心
と

す
る
泉
南
地
域
は
タ
オ
ル
産
業
萌
芽

期
よ
り
全
国
を
代
表
す
る
タ
オ
ル
産

地
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
成
長
と
発
展
は
、
江
戸

時
代
以
降
泉
佐
野
の
地
で
培
わ
れ
て

き
た
木
綿
織
物
の
技
術
や
伝
統
と
、

米
蔵
や
圓
次
郎
を
代
表
と
す
る
、
常

に
先
進
的
な
木
綿
製
織
法
に
挑
み
続

け
た
木
綿
織
物
業
者
の
努
力
な
し
で

は
成
し
え
な
か
っ
た
と
い
え
る
で

し
ょ
う
。

▲里井圓次郎功労状
（大阪タオル工業組合所蔵）
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